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このとき運転権利の譲渡を行う要請を Take-Over Request 
(TOR)，譲渡が行われるまでのドライバの準備時間を Take-
Over Zone (TOZ)，実際に譲渡が行われることを Take-Over 































































      (a)TO なし               (b)TO あり 
図 3 Ch8 における両条件の oxy-Hb 濃度変化 
3 Take-Over 時のドライバ脳機能計測実験  
 本実験ではドライビングシミュレータを使用し自動運
転と手動運転が可能なコースを構築した．走行コースは市
街地を模擬した 2 車線道路の左車線とし，“TO あり”と
“TO なし”の 2 条件を行った．“TO あり”では 510 秒自
動運転を行った後，60 秒間手動運転を行った．このとき
自動運転の区間においては，被験者には読書をするように
指示をした．また，TOZ は先行研究より 7 秒とした[2]．
TO なし条件では 570 秒間手動運転を行った．各条件のプ
ロトコルを図 2 に示す．被験者は運転免許を取得している
健常な男性 3 人(22±0 歳)で行い，oxy-Hb 濃度変化を前頭
前野 17 箇所と運動野 13 箇所から取得した．本研究では
計測したそれぞれの箇所を Ch として扱う． 
仮説として，TOZ では手動運転を開始するにあたり，周
囲の状況を認知するため脳活動は活発になることが考え
られる．そのため，TOR から次第に oxy-Hb 濃度が上昇す
ると考えた．結果について，一部の Ch で TOZ において
oxy-Hb 濃度が減少することが分かった．例として，図 3 に
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